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～会長便り～

少し前の号にカミューの「ペスト」を読んでいる旨を書きましたが、やっと

読み切りました。その中で、印象に残る文章を紹介します。

主人公の一人の医師は「今度のことはヒロイズムという問題じゃないんです。

これは誠実さの問題なんです。つまり、自分の職務を果たすことだと心得てい

ます。」と述べます。また、今のコロナ禍にも参考になるのは、「我々は皆ペス

トの中にいるのだ、と。誰でもめいめい自分の内にペストを持っているんだ。

立派な人間、つまりほとんど誰にも病毒を感染させない人間とは、出来るだけ

気を緩めない人間のことだ。」と。そして結びに、我々への戒めの様に「ペスト

菌は決して死ぬことも消滅することもないものであり（中略）辛抱強く待ち続

けていて、そしておそらくはいつか、人間に不幸と教訓をもたらすために、ペ

ストが再びそのネズミどもを呼び覚まし、どこかの幸福な都市に彼らを死なせ

に差し向ける日が来るであろうことを。」と結んでいます。これは予言でしょう

か、皆さんはどう受け止めますか。

～休日・夜間・OTC対策委員会便り～

年末年始、急病診療所の勤務を担当された先生方、誠にお疲れさまでした。

急病診療所においては、新型コロナ感染予防の観点から、患者を自家用車内

で待機させた屋外（駐車場）での対応が全体の半分以上を占めました。

日によっては雪の降る中での対応となりました。担当された先生方、お体に

さわりはなかったでしょうか？

一連のコロナ感染症対策では、佐世保市の職員の皆様、総合医療センターを

はじめ、患者のケア・治療に携わる全ての方々のご尽力は並々ならぬものが  

あると思います。

既に先生方もお気づきの事と思いますが、新型コロナ感染防止の一連の対策

で、例年猛威をふるうインフルエンザウィルス感染症が、今季はほぼ発生して

いません。

コロナにまつわる様々な対策は、以降の生活に必ずプラスになります。医療・

介護に携わるすべての人間が、それぞれの職務を遂行しこの難局に立ち向かい、

コロナ以後のより良い生活用式を確立させましょう。

～祝賀会の開催中止について～
毎年２月１１日(建国記念日)に開催している「祝賀会」は、新型コロナウイ

ルス感染症の状況から、参加者の健康面・安全面を最優先すべきであると判断

し、今年度の開催は中止することに致しました。ご理解の程よろしくお願いし

ます。

残念ながら直接、該当の先生方のお祝い・厄祓いは出来ませんが、今年は  

８名の方が各種表彰を受けられ、２２名の方が、賀寿をお迎えになられました。

薬事・教育分野で各種表彰を受賞された先生方、賀寿をお迎えになられた  

先生方、誠におめでとうございます。今後更なるご活躍をお祈り申し上げます。

上記の３０名の先生方には、記念品を進呈(カタログギフト発送)致します。

～第１６回 PAP(薬薬連携勉強会)の申込締切りについて～

３月１２日(金)に開催されます標記、勉強会は１月１９日(火)に保険薬局宛

にＦＡＸにて案内済ですが、市薬への申込締切りは２月５日(金)迄です。

２月８日(月)に申込済みの方の薬局宛に参加に関する案内をいたします。

この案内の締切りは２月１２日(金)迄です。ＷＥＢ開催の都合上、締切り後の

申込は出来ませんので、ご注意下さいます様お願いいたします。

～くちから食べる楽しみを支援する協議会

オーラルフレイル啓発に向けた研修会～

日時：令和３年２月２０日（土）１４：００～ 開催方法：オンライン

内容：『オーラルフレイル啓発に向けて～その利用者さん(患者さん)

口腔機能低下症？やっぱり‘歯’じゃね？～』

講師：歯科タナカ 院長 田中 淳 先生

申込締切：令和３年２月５日（金） ※事前申込必須

※詳細・申込用紙は市薬事務所（℡：24-3833）迄
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